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	スライド 1: 　　　　　「癌と共に生きる」 　「癌になったお陰で気づいたこと」・・  　　　　　　　　　　　冗談じゃない！　 　　　　お前の顔は二度と見たくない！
	スライド 2: これからお話しするのは、大変だった私に同情してほしいからではありません。 癌告知や余命宣告による当事者や家族の精神状態、抗がん剤治療の現実等知っていただき、 　あなたの「もしも」 　あなたの周りのがん患者 　あなたの周りの弱っている人 への寄り添い方に役立てて欲しいという切なる願いからです。 
	スライド 3
	スライド 4: 概要  癌が見つかるまで 見つかってから入院・手術まで ８クール約半年間の抗癌剤治療 ５年生存率20%と宣告された５年間の生活 今も続けている食事、生活習慣等で「何が良かったか」と聞かれて真っ先に頭に浮かぶこと 終わりに  
	スライド 5
	スライド 6: そんな私が、 今から７年前の　2019年　令和元年 58才目前の８月のお盆明け。１本の電話。  「先日の健康診断の結果を受けて日本予防医学協会から緊急の連絡が入った。胃のレントゲン写真を速達で送るので、それを持ってすぐに大きな病院へ行き、再検査を受けるように」とのこと。
	スライド 7:  どうせまたいつもの慢性胃炎とかだろう・・ でも、なんとなく胸騒ぎが・・  電話から２日後、いつも通り出勤して、 急ぎの仕事を終えて、１０時過ぎに中抜けで自転車を飛ばして東海大学医学部附属大磯病院へ。 受付を済ませ、消化器内科へ案内された。  持参したレントゲン写真を見たドクターから、血液検査、レントゲン、CTの検査指示があった。
	スライド 8: 次々と検査、そして再び診察　　　すると、  ４cmの病変（腫瘍）あり　１日も早い手術が必要 手術に耐えられる体かどうかも含め様々検査が必要 ９月24日入院、25日手術　そのための検査全ての予約を今している。　この日程に合わせてほしい ここから先は「外科」が対応する 「えっ、もしかして癌ですか？」「残念ですが」 どうやって職場に戻ったか、覚えていない・・ 
	スライド 9: 自覚症状はあった  半年くらい前からみぞおち辺りに違和感というかチクチクする痛みがあった ひどく疲れやすくなっていた 身長170cm体重64kだった体が体重50kg代 ダイエットをしていたわけではなかった
	スライド 10: 自覚症状はあったものの、それは過労や加齢のためと勝手に思い込み、鉄人である自分を過信していた。 定期検診を機に突然告げられた『癌』の診断。 ４cmの大きさだと医者の見間違いではないだろう 「鉄人神話」は終わった。絶望した。心が死んだ。
	スライド 11: えっ、どうなるの？　死ぬの？　57だよ？　仕事は？ 家族に何て伝えよう・・・あと誰に知らせればいい？　 まずは兄弟かな。 電話をしてくれた教育委員会の課長と教頭と・・・ 不安にはなったがそこまで深刻にはならず、事態を冷静に受け止めることができた。でも・・
	スライド 12: その日以降、 まず、悩んだ。 東海大学医学部附属病院の判断だけでいい？ 他の病院でセカンド・オピニオンを受けてみる？ 明日、県立がんセンターに行ってみる？どうする？  次に、調べた。 胃癌　胃癌最先端治療方法と費用　評判のいい首都圏の胃癌専門病院　など 連日、スマホで調べまくった  
	スライド 13:  しかし一方で、仕事は待ってくれない 教頭に任せられる仕事もあるけれど  不登校・いじめ・児童虐待の増加　　学校DX　　 過酷な労働環境・働き方改革　　 来年度予算要望書　　来年度人事　　人事評価 児童の安全に係る学校経営上の緊急課題　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など  どうすればいいのか、だんだん不安になってきた 自分の病状もかなり深刻な感じだし・・   
	スライド 14: 消化器内科のドクターによる診察の翌日、執刀予定の外科のドクターによる診察 会って10分足らずで病気への不安が和らいだ  説明がわかりやすい 言葉に澱みがない。言葉に覇気がある 目ヂカラがある スーパードクターとかゴッドハンド的なオーラ  さらに・・
	スライド 15:   「先日受けていただいた胃カメラ検査の映像を見たが、手術の前に自分の目で確かめてから手術に臨みたい。苦しいだろうけどもう一度胃カメラ検査をさせてもらえないか」  そう言われた。患者に寄り添う優しさもある。 コイツはホンモノだ！　プロ中のプロだ！ 
	スライド 16: 　　　　 「先生がそう考えるのならそうしてください。 信頼できるドクターに出会えて嬉しいです。 先生に命を預けます。よろしくお願いします。」  翌日、２度目の胃カメラ検査   　　
	スライド 17: 数日後の診察で手術方法の説明を受けた  胃の５分の４程度を切除する 可能なら食道との接合部分（噴門）を残す手術時間は６時間程度 全身麻酔で行う 家族の立ち会いが必要　など
	スライド 18:    予定通りの日程で入院  翌日手術
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